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たまきの元気人

健
康
し
あ
わ
せ委員

会

町
の
健
康
づ
く
り
を
推

進
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
で
す
。

健
康
＝
し
あ
わ
せ
と
位

置
づ
け
活
動
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

町
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

健
康
診
断
の
受
診
啓
発
を

行
っ
た
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
地
区
で
の
取

り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
で
は
な
か
な
か

出
来
な
い
健
康
づ
く
り

も
、
み
ん
な
で
や
れ
ば
地

域
全
体
が
元
気
に
な
り
、

地
域
の
つ
な
が
り
も
深
ま

り
ま
す
。

会
員
は
、
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
自
分
の
健
康

づ
く
り
か
ら
は
じ
め
て
み

ま
し
ょ
う
。

ふれあいウォーキングの様子
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昨
今
、
地
域
社
会
や
家
族
構
成
の
あ

り
方
が
大
き
く
変
容
し
、
社
会
福
祉
を

取
り
巻
く
環
境
は
こ
れ
ま
で
の
福
祉
制

度
の
枠
組
み
で
は
対
応
困
難
な
新
た
な

福
祉
課
題
へ
と
変
化
し
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
が
な
お
一
層
強
く
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
を
め
ぐ
っ
て

は
、
役
割
の
あ
り
方
、
制
度
上
の
位
置

づ
け
な
ど
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
議
論

が
な
さ
れ
て
お
り
、
社
会
福
祉
法
人
と

し
て
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応

し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
地
域
に
お
け
る

公
益
的
な
活
動
に
つ
い
て
ど
う
取
り
組

む
べ
き
か
県
内
全
域
で
そ
の
動
き
が
加

速
化
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
継
続
的
な
事
業
と
し
て
は
、

平
成
27
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
法
を
受
け
、
第
２
、
第

３
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
県

社
会
福
祉
協
議
会
に
立
ち
上
が
っ
た
自

立
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
当
該

町
民
に
対
し
て
支
援
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
介
護
保
険
分
野
に
お
い
て
も
、

町
が
昨
年
10
月
か
ら
実
施
し
て
い
る

『
新
し
い
総
合
事
業
の
実
現
』
に
向
け
、

高
齢
者
等
が
地
域
で
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
地
域
住

民
や
各
関
係
者
と
の
分
野
や
立
場
を
超

え
た
横
断
的
な
連
携
、
協
働
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

以
上
を
受
け
、
本
会
は
、
地
域
福
祉

活
動
計
画
と
も
い
え
る
『
地
域
ふ
く
し

力
向
上
計
画
』
を
着
実
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
様
々
な
地
域
課
題
を
解
決
す

べ
く
一
歩
で
も
地
域
福
祉
が
前
進
す
る

よ
う
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を

事
業
方
針
と
し
ま
す
。

１
．法
人
運
営

①
法
人
運
営
の
経
営
体
制
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

②
会
員
制
度
の
推
進
並
び
に
増
強
を
図

り
ま
す
。

③
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
や
活
動
を

周
知
し
、
福
祉
活
動
へ
の
町
民
参
加

を
促
進
す
る
広
報
活
動
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

④
役
員
・
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
研

修
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑤
各
種
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
強

化
を
図
り
ま
す
。

２
．地
域
福
祉
事
業
の
推
進

①
老
人
福
祉
活
動
事
業

　
身
近
な
地
域
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
享

受
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

・
高
齢
者
サ
ロ
ン
事
業

・
給
食
サ
ー
ビ
ス
、
安
心
配
達
事
業

の
実
施

・
楽
笑
会
の
開
催

・
ふ
れ
あ
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
ち
ょ

こ
ボ
ラ
・
※
新
し
い
総
合
事
業
）

②
福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業

　
積
極
的
に
社
会
参
加
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
地
域
福
祉
事
業
を
強
化

し
ま
す
。

・
元
気
で
す
た
ま
き
事
業

・
委
員
会
の
運
営

・
あ
い
さ
つ
強
化
運
動

・
元
気
で
す
た
ま
き
ま
つ
り
の
開
催

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
育
成
事
業

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
及
び
福
祉
教
育

を
推
進
し
ま
す
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し
、
登
録

者
の
拡
充
と
活
動
を
支
援
し
ま

す
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
活
動
の

充
実

○
町
内
の
全
学
校
を
福
祉
協
力
校
に

指
定
し
、
児
童
生
徒
の
福
祉
意
識

の
高
揚
と
活
動
へ
の
積
極
的
な
参

加
促
進
を
図
り
ま
す
。

・
福
祉
体
験
教
室
の
開
催

・
福
祉
協
力
校
の
育
成
及
び
活
動
へ

の
助
成

④
障
が
い
児
・
者
福
祉
活
動
事
業

　
障
が
い
者
（
児
）
の
自
立
と
社
会
参

加
を
促
進
し
、
み
ん
な
の
理
解
を
深

め
交
流
の
輪
を
広
め
ま
す
。

・
は
っ
ぴ
ぃ
サ
ー
ク
ル

・
た
ま
り
ん
ピ
ッ
ク

３
．相
談・援
助
事
業
の
推
進

①
福
祉
相
談
機
能
の
充
実
強
化
を
図

り
、
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
に

問
題
解
決
に
努
め
ま
す
。

②
生
活
福
祉
資
金
及
び
世
帯
更
生
資
金

の
有
効
活
用
を
図
り
、
低
所
得
者
世

帯
の
生
活
安
定
と
福
祉
向
上
に
努
め

ま
す
。

③
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る

方
に
対
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

に
関
す
る
相
談・助
言
や
、
手
続
き・

支
払
い
等
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

４
．受
託
事
業
の
運
営

①
高
齢
者
福
祉
、
青
少
年
の
育
成
、
そ

の
他
公
共
的
活
動
の
移
動
手
段
と
し

た
バ
ス
運
行
を
行
い
ま
す
。

②
高
齢
者
な
ど
の
外
出
支
援
の
た
め
の

バ
ス
運
行
を
行
い
ま
す
。（
元
気
バ

ス
の
運
行
）

③
各
種
福
祉
団
体
事
業
の
運
営
を
行
い

ま
す
。

・
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
運
営

・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
町
身
体
障

害
者
福
祉
会
、
手
を
つ
な
ぐ
親
の

会
、
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
、
町
遺

族
会
の
５
団
体

④
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ふ
る
さ
と
元
気
事
業
の
運
営

を
行
い
ま
す
。（
外
出
支
援
、
安
全

見
守
り
等
の
複
合
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

運
営
）

平成28年度 玉城町社会福祉協議会収支予算

５
．各
種
募
金
活
動
の
推
進

①
日
本
赤
十
字
社
募
金
の
積
極
的
協

力
、
地
域
福
祉
活
動
の
財
源
確
保
に

努
め
ま
す
。

・
日
赤
募
金
（
５
月
）

②
共
同
募
金
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、

地
域
福
祉
活
動
の
財
源
確
保
に
努
め

ま
す
。

・
共
同
募
金
委
員
会
の
運
営

・
共
同
募
金
（
10
月
）

・
歳
末
助
け
合
い
募
金
（
12
月
）

③
災
害
義
援
金
へ
の
協
力
・
活
動
を
行

い
ま
す
。

・
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
活
動

平
成
28
年
度　

社
会
福
祉
法
人　

玉
城
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画

事
業
方
針

事
業
実
施
項
目

たまき人のパネル作成の様子

前期繰越
64,603千円

19.0%

シルバー人材
センター
59,141千円 17.4%

収　入
338,856千円

支　出
338,856千円

介護保険収入
141,043千円

41.6%

町受託金
30,698千円

9.1%
町補助金 16,022千円 4.7%

障がい福祉収入 24,013千円 7.1%
県受託金 216千円 0.1%

共募配分金
1,402 千円 0.4%

会費 890千円 0.3%

シルバー
人材センター

58,045千円
17.1%

法人
36,460千円 

10.8%

介護保険事業
（居宅介護支援・通所介護・訪問介護）

128,163 千円
37.8%

障がい福祉事業（生活介護・相談支援）
27,607千円 8.1%

福祉バス
9,732千円 2.9%

元気バス
19,610千円 5.8%

予備費
58,063千円

17.1%その他の
支出事業
80千円 0.1%

寄付金・事業収入・
その他

1,924千円 0.6%

６
．在
宅
福
祉
事
業
の
運
営

①
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
充

実
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
職
員
の

資
質
向
上
に
努
め
、
良
質
で
安
定
し

た
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行

い
ま
す
。

・
介
護
給
付

・
予
防
給
付

②
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
職
員
の
資
質
向
上
に
努

め
、
良
質
で
安
定
し
た
障
害
者
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

・
生
活
介
護
事
業（
夢
工
房
た
ま
き
）

・
相
談
支
援
事
業
（
み
ら
い
）

・
地
域
活
動
支
援
事
業
（
町
単
独
事

業
）

・
移
動
支
援
事
業
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
）

・
給
付
事
業

・
居
宅
介
護
事
業
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
）

③
安
全
安
心
な
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
ま
す

・
福
祉
有
償
運
送
事
業

７
．ニ
ー
ズ
事
業
の
実
施

①
地
域
住
民
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対

し
、
開
拓
性
、
創
造
性
、
即
応
性
を

も
っ
た
事
業
を
行
い
ま
す

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の

運
営

※
新
し
い
総
合
事
業

　
介
護
保
険
法
改
正
に
よ
り
、
65
歳

以
上
の
す
べ
て
の
人
を
対
象
と
し
た

事
業
で
、
そ
の
人
の
健
康
や
生
活
機

能
状
態
に
合
わ
せ
て
「
介
護
予
防
・

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
介
護
・

通
所
介
護
の
利
用
）」
と
「
一
般
介

護
予
防
事
業
（
講
演
会
や
運
動
講
習

な
ど
へ
の
参
加
）」
が
あ
り
ま
す
。

　

社
協
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

次
号
で
掲
載
い
た
し
ま
す
。
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◆
東
日
本
大
震
災
義
援
金
の

受
け
付
け
お
よ
び
送
金
状
況
の
ご
報
告

日
赤
Ｈ
Ｐ
よ
り

　
東
日
本
大
震
災
義
援
金
に
、
多
く
の

地 区 別 氏　　名 担　当　地　区
外城田地区 水谷　きよ 原（1 ～ 5 組、14 組）　　

中野　孝世 原（6 ～ 13 組）
大西　清 矢野、積良、山神
北　美知子 玉城苑
出口　明郎 蚊野茶屋、ピュアタウン蚊野
中野　岳 田宮寺、勝田
田所　惠子 蚊野、松ヶ原、野篠
荻田　安夫 浜塚団地

田丸地区 向井　稔 上町、本町、浦町、三ツ橋
前田　圭枝 魚町、大手町
太田　弘 勝田町
森　康生 殿町、板屋町、萱町
阪本　満治 栄町 1 区、アパート
野口　安久 新田町 1・2・3・8 組・城東すみれ団地
松田　好洋 新田町 4・5・6・7・9 組
尾上　利幸 第 1・2 城東団地
上村 美智子 羽根、茶屋
田端　佳子 下田辺、城西

５
月
12
日
は
、「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
で
す

ぎ
役
で
す

❸
主
任
児
童
委
員
と
は
？

子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
支
援
を

専
門
に
担
当
す
る
民
生
委
員
・
児
童

委
員
で
す
。

❹
民
生
委
員
は
「
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
」
に
所
属
し
、
次
の
よ
う
な

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

・
赤
い
羽
根
街
頭
募
金
活
動

（
10
月
１
日
）

・
心
配
ご
と
相
談
事
業

（
毎
月
10
日
・
30
日
）

・
下
校
時
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

・
挨
拶
強
化
デ
ー（
毎
月
第
３
火
曜
日
）

・
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
絵
手
紙

訪
問
事
業
（
毎
月
）

・
歳
末
安
否
事
業
「
歳
末
ま
ご
こ
ろ

弁
当
」
配
食　

・
敬
老
祝
い
金
の
配
付

事
業

・学
校
訪
問
や
入
学
式・

卒
業
式
へ
の
参
列

・
生
活
福
祉
資
金
貸
付

事
業
の
相
談
や
支
援

・
各
学
校
区
に
て
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
と
小

学
生
と
の
次
世
代
交

民
生
委
員
制
度
は
、
大
正
６
年
に
創

設
さ
れ
た
岡
山
県
の「
済
世
顧
問
制
度
」

を
源
と
し
、
来
年
（
平
成
29
年
）、
制

度
創
設
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

毎
年
、「
民
生
委
員・児
童
委
員
の
日
」

で
あ
る
５
月
12
日
か
ら
１
週
間
を
「
活

動
強
化
週
間
」

と
定
め
、
全
国

各
地
で
さ
ま
ざ

ま
な
Ｐ
Ｒ
活
動

に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

◆
私
た
ち
の
地
域
に
、「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
」
と
呼
ば
れ
る
方
々
が
い
る

の
を
ご
存
じ
で
す
か
？

❶
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

地
域
住
民
の
立
場
に
た
っ
て
地
域
の

福
祉
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

身
分
：
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
た
非
常
勤
の
地
方
公
務
員

報
酬
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
す

る
た
め
給
与
は
な
い
。

任
期
：
３
年

❷
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

地
域
を
見
守
り
、
地
域
住
民
の
身
近

な
相
談
相
手
、
専
門
機
関
へ
の
つ
な

地 区 別 氏　　名 担　当　地　区
田丸地区 澤田　信介 西世古、朝久田、ホームタウン上田辺

前川　和美 元町、南新町
松田　敏己 栄町 3・4 区
小林 多賀男 栄町 2 区、養殖研

有田地区 風口　千早 長更、井倉、世古
山路　典茂 門前、坂本、日向
小林 てる子 岡村、上玉川、下玉川、平
石橋　昭美 妙法寺、エバーグリーン玉城
森本　幸彦 中楽、久保
加藤　完治 荒子団地、伊勢団地

下外城田地区 出口　武 公園通り
福本　充 宮古
三田　恒平 岡出、冨岡
藤本　豊 小社、曽根、山岡、昼田
岩﨑　正 中角、岩出、ファーストタウン中角

担当地区
はない

松田　寛治 （主任児童委員）
区域担当の児童委員と連携堀川　美子

（敬称略）

玉城町民生委員児童委員協議会（事務局：玉城町社会福祉協議会☎58-6915）

流
会
の
サ
ポ
ー
ト

な
ど
住
民
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
様
々
な
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。

◆
ご
存
じ
で
す
か
？　
あ
な
た
の

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
「
民
生

委
員
・
児
童
委
員
」

玉
城
町
で
は
、
33
名
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
と
２
名
の
主
任
児

童
委
員
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
、
社
会
福
祉
協
議
会
内
に

事
務
局
を
置
い
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
法
に
基
づ
く
守
秘
義
務
が
あ

り
相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年

「
私
た
ち
は
、
忘
れ
な
い
。」

◆
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
事
業

世
界
か
ら
の
応
援
を

被
災
者
支
援
に
つ
な
い
だ
５
年
間

赤
十
字
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
３
月
号
よ
り 

　
「
被
災
者
の
力
に
な
り
た
い
」
東
日

本
大
震
災
で
は
世
界
中
か
ら
こ
う
し
た

温
か
な
思
い
が
日
本
に
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
各
国
の
赤
十
字
を
通
じ
て
日
本
赤

十
字
社
に
寄
せ
ら
れ
た
救
援
金
は
総
額

１
，０
０
０
億
円
以
上
。

　
日
赤
は
、
６
つ
の
分
野
で
か
つ
て
な

い
規
模
の
様
々
な
支
援
活
動
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

　
震
災
か
ら
5
年
、
あ
の
日
を
今
一
度

ふ
り
か
え
り
、
防
災
を
考
え
、
災
害
に

強
い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と

が
、
本
当
の
意
味
で
の
「
忘
れ
な
い
。」

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆
赤
十
字
の
活
動
資
金
に

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す
。

　
玉
城
町
分
区
で
も
、
募
金
運
動
と
い

う
形
で
赤
十
字
運
動
月
間
に
取
り
組
み

ま
す
。
こ
の
寄
付
は
、
災
害
が
発
生
し

た
と
き
、
た
だ
ち
に
現
地
へ
と
医
療
救

護
班
や
救
援
物
資
な
ど
を
届
け
る
た
め

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
赤
十
字
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
即
座

に
、
継
続
的
に
行
う
た
め
に
は
、
皆
さ

ま
か
ら
の
寄
付
が
必
要
で
す
。
住
民
の

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
よ
り
自
治
区
向
け
に

イ
ベ
ン
ト
用
の
テ
ン
ト
の
貸
し
出
し
を

行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
赤
交
付
事
業

に
よ
り
、
各
市
町
に
配
布
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
貸
し
出
し
に
つ
い
て
は
、
日
赤
募
金

に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
自
治
区
を

対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
申
請
に
つ

い
て
は
自
治
区
区
長
か
ら
と
な
り
ま

す
。
地
域
の
集
ま
り
な
ど
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
日
本
赤
十
字
社　
三
重
県
支
部

　
玉
城
町
分
区　
℡ 

５
８

－

６
９
１
５

生活再建
生活家電セットの寄贈 13 万 3,183 世帯
　仮設住宅入居世帯を中心に生活家電セット（テレビ、
冷蔵庫、洗濯機、炊飯器、電子レンジ、電気ポット）を
各世帯に届けました。（そのほか健康維持のためのノル
ディックウォーキング、浪江町民健康調査などを実施）

福祉サービス
社会福祉施設への介護士の派遣 4 カ所 67 人
　被災地の福祉施設では、多くの介護職員が自宅を流
されるなど被災しました。こうした介護職員を支援し、
福祉サービスの質を維持するため、日赤の社会福祉施
設から約２カ月間にわたり介護士を派遣しました。（そ
のほか介護用ベッド、福祉車両の寄贈などを実施）

教育支援
サマーキャンプ in 北海道 20 回 5,788 人
　震災で心に大きな影響を受けた子どもたちに精神的
安定と健全な成長を促す機会を提供するため、北海道
の雄大な自然の中で行われた「サマーキャンプ」。平成
24 年と 25 年の２年間で計 20 回実施しました。（その
ほか保育園建設支援、屋内遊び場の設置などを実施）

医療支援
石巻・気仙沼医療圏再構築（再建支援）
　石巻赤十字病院を除く、ほぼすべての医療インフラ
が壊滅した宮城県の三陸沿岸部。被災した公立病院な
どの再建を支援するとともに、将来への備えとして「災
害医療総合センター」を石巻赤十字病院内に整備しま
した。

災害対応能力強化
防災倉庫配置支援 27 市町村 432 カ所
　将来の大規模災害を見据え、避難所設営に役立つ機
材を備えた防災倉庫を沿岸部の被災地域に寄贈しまし
た。簡易トイレや浄水器、発電機、太陽光蓄電装置、避
難所用パーテーションなどが備蓄されています（その
ほか日赤の災害対応能力強化などを実施）

原発事故対応
食品放射能測定器の寄贈 109 台 9 万 43 人
　福島第一原発の事故により広がった食品の放射能汚
染不安。こうした不安に応えるため、福島県などの自
治体に食品放射能測定器を寄贈。市民から持ち込まれ
た農作物や飲料水の検査に役立てられました。（そのほ
か甲状腺モニターの寄贈、赤十字原子力災害情報セン
ターの設置などを実施）

皆
さ
ま
か
ら
温
か
い
お
気
持
ち
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
全
額
を
市
町
村
を
通
じ
て
被
災
者

に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
義
援
金
受
け
付
け
、
送
金
状

況
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

⑴  

受
付
状
況

３
，３
６
６
億
４
，８
６
５
万
７
８
９
円

（
平
成
28
年
２
月
29
日
現
在
）

※
日
本
赤
十
字
社
で
受
け
付
け
た
義
援

金
の
合
計
額
で
す
。

⑵  

送
金
・
配
分
状
況

①
各
都
道
県
に
設
置
さ
れ
た
「
義
援
金

配
分
委
員
会
」
へ
の
送
金
状
況

３
，７
７
９
億
９
，６
７
７
万
８
，１
３
６
円

（
平
成
28
年
３
月
18
日
現
在
）

※
日
本
赤
十
字
社
な
ら
び
に
中
央
共
同

募
金
会
は
、
各
県
に
設
置
さ
れ
た
義

援
金
配
分
委
員
会
か
ら
の
依
頼
に
よ

り
合
同
で
義
援
金
を
送
金
し
ま
し

た
。
上
記
金
額
は
両
団
体
か
ら
の
送

金
合
計
で
す
。

（左から）松田会長、出口・前川両副会長
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春
の
は
っ
ぴ
ぃ
サ
ー
ク
ル
活
動
報
告

桜
ま
つ
り

福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
開
催・報
告

手
話
っ
ち
カ
フ
ェ
オ
ー
プ
ン

桜
の
咲
き
誇
る
４
月
３
日
、
桜
ま
つ

り
開
催
時
に
お
城
広
場
の
屋
内
体
育
館

で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
各
福
祉
団
体
か
ら
な
る
実

行
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
地
域
福
祉

活
動
の
一
環
と
し
て
、
み
な
さ
ん
の
協

力
を
得
て
、
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

バ
ザ
ー
で
得
ら
れ
た
収
益
金

７
４
，３
０
０
円

今
年
も
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ

き
、
収
益
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。な

お
、
収
益
金
は
、
国
内
被
災
地
へ

の
義
援
金
と
し
て
充
て
て
い
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
手
話
を
習
っ
て
み
た
い
」「「
手
話

に
興
味
が
あ
る
」
と
の
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
３
月
21
日
佐
田

の
さ
ん
て
お
ー
る
食
堂
（
身
障
者
就
労

セ
ン
タ
ー
上
々
運
営
）を
お
借
り
し
て
、

社
会
福
祉
大
会　
一
行
詩
に
込
め
ら
れ
た
思
い

委
員
会
は
、４
期
の
２
年
目
に
入
り
、

具
体
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い

と
こ
ろ
で
す
。

４
月
３
日
、
町
の
桜
ま
つ
り
会
場
に

お
い
て
、「
あ
い
さ
つ
強
化
デ
ー
」
の

啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

来
場
者
に
あ
い
さ
つ
強
化
デ
ー
の
認

知
度
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
１
２
０
名

が
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
い
た
だ
き
ま
し

た
。
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

２
月
11
日
に
行
い
ま
し
た
玉
城
町
社

会
福
祉
大
会
で
は
、「
し
あ
わ
せ
の
一

元
気
で
す
た
ま
き
委
員
会
報
告

○ふ
だ
ん
の
○く
ら
し
の
○し
あ
わ
せ

平成27年度 「しあわせの一行詩」優秀作品
【小学生の部】

賞 氏　名 小学校名 学年 作　　　　品 作品への思い

特　選 南出　藍志 外城田 4

あったか～い。お母さ
んの手と重なった一瞬。
ふわっと心もあったか
くなった。お母さんの
手の間に ぼくの手。

寒い朝、お母さんから荷物を受け取った
時、手に一瞬ふれただけなのに、とって
もあったかくて、思わず気持ちよくて、
手をあっためてほしくなった。するとお
母さんから手をにぎってくれた。

元気ですたまき
委員会賞 八木　琴香 下外城田 6

朝起きると、家族が「お
はよう」と言ってくれ
る。一日が楽しくはじ
まりそうだと思った。

毎日、私が「おはよう」と言う。家族が「お
はよう」と言う。温かい言葉を感じたか
ら。

健康しあわせ
委員会賞 戸上　夕菜 田　丸 6

夏休み、福祉会館へ行
き、高齢者の方とふれ
あった。笑っているの
を見ていると、少し心
がくすぐったかった。

将来の夢は、介護士で、夏休みに、お年
寄りの方とふれあいたくて、行くと、あ
るおじいさんと出会い、一緒に笑いあっ
た。すると、心がくすぐったくなって、
もっとお年寄りの方としゃべりたくなっ
た。

入　選

南出　哲志 外城田 4

お留守番。さみしいけ
れどがまんがまん。早
く帰ってきてほしいな。
ぼくのあたたかい家族。
おかえりなさい。

ぼくは、お留守番をしている時のことを
詩にしました。一人でお留守番をして、
初めて家族がいる時の安心感、温かさに
気づきました。

見並麻理菜 田　丸 4

学校で、あんまりしゃ
べってなかった子と久
しぶりにしゃべってみ
た。友達の大切さを感
じた。

あんまり仲のいい子がいなくて、その子
としゃべってみたら、すごくやさしい子
だった。

山口　心里 下外城田 6

妹と同じベットで寝た。
正直、せまくて寝にく
い。でも「明日も一緒
に寝ていい？」の言葉
にうれしく思う。

せまいし、きゅうくつだし、寝にくいの
に一緒に寝るのをうれしく思っている
私。「明日も一緒に寝ていい？」と聞か
れると「いいよ」と答えてしまいます。
これからも一緒に寝ようね。

【一般の部】
賞 氏　名 作　　　　品 作品への思い

特　選 下村謙之助
自然豊かなこの町に　住めば絆で
結ばれて　グラウンドゴルフの球
打てば　老を忘れるホールイン

町の「グラウンドゴルフの会」に入会し、高齢
であっても、練習し、競い合い、みんなが仲間
との会話あり、笑顔ありで、日々を過ごせるこ
とに、幸せを感じます。

元気ですたまき
委員会賞 田中友香子

玉城で生活し始めて
“感謝♥感激”の毎日！
“たまき”の愛うれしい…しあわせ♥

私が玉城に引っ越してきて生活してから病気に
なって、そこで、こちらの「福祉の充実」さ」
や環境のすばらしさに気付いて感じました。玉
城との出会いしあわせです。

健康しあわせ
委員会賞 潮田美奈子

おじさんが初めて私叱ってくれた　
もう一人の大切な大切な父へ
いつもありがとう

幼くして、病気で両親が亡くなりましたが、父
の弟である私にとっておじさんは、ずっと両親
の変わりをしてきてくれました。本当に嬉しく
幸せ。その想いを感じたとき、それは亡き父の
おもかげをおじさんに感じたときでした。

行
詩
」
を
募
集
い
た
し
ま
し
た
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
に
は
、
そ

体
験
会
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
19
名
。
聾ろ

う
あ唖
の
方
、
手

話
が
使
え
る
方
、
初
め
て
ふ
れ
る
方
が

集
ま
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
輪
に
な
り
、
自
己
紹
介
を

行
い
ま
し
た
。
聾
唖
の
方
、
手
話
の
で

き
る
方
に
リ
ー
ド
し
て
も
ら
い
、
自
分

の
名
前
や
「
好
き
」「
嫌
い
」
の
手
話

を
使
い
な
が
ら「
季
節
」を
テ
ー
マ
に
、

自
分
の
こ
と
に
つ
い
て
話
ま
し
た
。

そ
の
後
、
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
会
話
の
中
で
、
手
話
の
表
現
に
つ

い
て
学
び
合
い
ま
し
た
。

堅
苦
し
い
学
び
の
場
で
な
く
、
参
加

者
同
士
の
会
話
の
中
で
、
手
話
に
ふ
れ

た
り
、
障
が
い
者
の
生
活
に
ふ
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
場
を
和
ま
し
て
く
れ
る
一
つ
と

し
て
、
さ
ん
て
お
ー
る
食
堂
の
「
野
菜

ク
ッ
キ
ー
」
や
「
う
ー
ど
う
な
っ
つ
」

ド
リ
ン
ク
を

頂
き
な
が
ら
、

会
話
も
弾
ん

で
い
ま
し
た
。

４
月
29
日

に
も
開
催
し
、

今
後
も
実
施

の
機
会
を
作

っ
て
い
く
予

定
で
す
。

ま
だ
ま
だ
、
周
知
が
足
り
な
い
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

「
あ
い
さ
つ
」
は
、
人
と
人
が
お
互

い
を
認
め
合
う
大
事
な
意
思
表
示
で
す
。

あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
は
、
当
た
り

前
の
こ
と
で
す
が
、
地
域
の
中
で
よ
い

関
係
を
築
き
、
そ
れ
が
ま
た
自
分
を
支

え
て
く
れ
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
の
第

一
歩
と
し
て
、
今
後
も
輪
を
広
げ
て
い

け
れ
ば
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
家
庭
内
か
ら
…
。

チャリティーバザーの様子

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
長
期

休
暇
中
に
過
ご
す
活
動
の
場
「
は
っ
ぴ

ぃ
サ
ー
ク
ル
」
を
３
月
26
日
（
土
）
に

開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
平
成
27
年
度
最
後
の
活
動
で

す
。午

前
中
は
、
ア
グ
リ
で
の
パ
ン
教
室

に
参
加
し
ま
し
た
。

も
の
づ
く
り
大
好
き
な
子
ど
も
た

ち
、真
剣
な
表
情
で
集
中
し
て
い
ま
す
。

ウ
ィ
ン
ナ
ー
パ
ン
に
ア
ン
パ
ン
、「
見

本
に
作
っ
て
も
ら
っ
た
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
い

い
な
」「
ぼ

く
は
、
車

を
つ
く
る
」

な
ど
自
由

に
好
き
な

形
の
パ
ン

も
作
り
ま

し
た
。

焼
き
上
が
り
は
、
ス
タ
ッ
フ
に
任
せ

て
、
昼
食
と
お
昼
か
ら
の
活
動
を
行
う

中
央
公
民
館
に
移
動
。

昼
食
を
済
ま
せ
た
あ
と
は
、
魚
釣
り

ゲ
ー
ム
や
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
４

つ
の
ゲ
ー
ム
を
回
る「
ゲ
ー
ム
ラ
リ
ー
」

で
み
ん
な
楽
し
み
、
小
さ
な
子
供
か
ら

高
校
生
、
ス
タ
ッ
フ
も
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

最
後
は
、
思
い
出
を
形
に
、
絵
日
記

づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

進
級
・
卒
業
の
時
期
を
迎
え
、
は
っ

ぴ
ぃ
サ
ー
ク
ル
で
も
ミ
ニ
卒
業
式
を
開

き
、
お
祝
い
し
ま
し
た
。

活
動
の
中
で
、
子
ど
も
同
士
が
仲
良

く
遊
ん
だ
り
、
注
意
し
合
っ
た
り
、
時

に
は
ケ
ン
カ
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
け

ど
、
大
き
な
子
が
小
さ
い
子
を
気
遣
い

す
る
場
面
も
見
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
こ

の
一
年
の
成
長
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
春

の
活
動
に
な
り
ま
し
た
。

手話体験会の様子

パン作りの様子

大きなボールを使っての
レクリエーション

れ
ぞ
れ
の
場
面
が
あ
り
温
か
い
気
持
ち

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
も

気
持
ち
を
共
有
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
の
は
、

以
下
の
作
品
で
す
。

毎月第 3 火曜日が
『あいさつ強化デー』

と知っていますか？
知
っ
て
い
る

知
ら
な
い

19 歳以下 36 11

20~30 代 11 13

40~64 歳 10 10

65 歳以上 22 7
79
名

41
名



　社協が取り組む地域福祉活動には、高齢者・障がい児者支援・ボランティア支援などの活
動があります。その活動を支える貴重な運営資金のひとつが、皆さまからいただく「会費」
となっています。主に小中学校で行う福祉の取り組み支援を行っている「福祉協力校の活動費」
に充てられています。
　安定した財源確保のため、福祉活動にご理解ご協力いただきますようお願い申し上げます。
会費の受付は、社協窓口にて行っております。なお、会員になられた方には、車イスの無料
貸出や福祉に関する情報提供を行っています。

心配ごと相談（予約不要）
毎月10日、30日　13：00～15：00　玉城町保健福祉会館にて
相談員：民生児童委員、人権擁護委員、行政相談員

ご寄附ありがとうございました。（1月～3月）

喫茶白ゆり様	 23,820円
パナソニックデバイス労働組合伊勢支部様
	 48,663円
阪井昌子様	 10,000円
田村禎章様	 30,000円
日本真道流剣詩舞会様	 36,664円
リズム　林小夜子様	 8,583円
カラオケ愛好会真心　服部美代子様	 15,605円
元気バス募金箱	 130,910円

身近な社協相談窓口ご案内

玉城町社会福祉協議会の情報を発信中!!

・ホームページ　　  http://tamasya.or.jp/
・ブログ　　　　　  「元たま日記」
・フェイスブック　  覗いてみてください(^o^)丿

「元気です たまき まつり」開催

開催時間／10：00～14：00（雨天決行）
場　　所／玉城町保健福祉会館
テ ー マ／『和から絆へたまき人』
　今年も、福祉のイベントとして、地域の方々に
楽しく、また身近に福祉・ボランティアの大切さ
を感じていただくことを目的に開催します。

・健康チェックコーナー（役場生活福祉課）
・笑みの市（商工会女性部）　
・福祉施設、ボランティアの活動啓発　　
・福祉体験コーナー　
・地域でのさまざまな活動の PR　　　
・チャリティービンゴ 　ほか
じゃがバターなどのふるまいもあります。
どうぞご参加ください。

団体や地域のつながりを
町内に広げていきましょう!!

活動を知ってね。
活動を体験してね。

活動に参加してね。

平成28年度社協会費にご理解をお願いいたします。
～ 社協会員となって、間接的に福祉のまちづくりへご参加ください。 ～

個人会員（世帯単位） 会費１口 300 円

団体会員（福祉施設及び団体、企業等） 会費１口 5,000 円

賛助会員（一定額以上の会費納入者） 会費１口 10,000 円

会員の区分（年額）

昨
年
の
様
子

平成28年６月5日（日）


